
１．はじめに
平成 30（2018）年３月告示高等学校学習指導要領（以

下，2018 年改訂学習指導要領と略す）において，「地理
総合」が必履修科目として導入されることとなった。「地
理総合」において GIS（Geographical Information System，
地理情報システム）は，極めて重要な地位を占めている。
また地理的内容の学習においては，小・中・高校間での
連携が強調されている。それゆえにGISの内容の導入は，
単に「地理総合」や高校という点だけでなく，小学校・

中学校においても同様に GIS にかかわる内容の導入と
それにかかわる教師の知識・技能の向上が求められてい
る。

このような状況のなか，現職教師ならびに，教師を志
望する世代においては必履修科目「地理総合」を受けた
学生が入学する 2025 年まで高校で地理を学んでいない
教師・学生が多いという実態がある。それゆえに，教
職課程での授業および教員研修において，それら学生・
教師への対応が必要となっている。
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　平成 30（2018）年３月告示高等学校学習指導要領（以下，2018 年改訂学習指導要領と略す）において，「地理総合」
が必履修科目として導入されることとなった。「地理総合」において GIS（Geographical Information System，地理情報シ
ステム）は，極めて重要な地位を占めている。本研究の目的は，2022 年度から始まる「地理総合」導入に向けて，その
担当者を対象とした教員養成・研修の教育プログラムの方策を提示することである。まず学校教育における GIS の歴史
的経過を整理し，高校教科書における GIS の記述および扱いを検討する。次に学校教育おける GIS の意義・意味について，
教師の視点と学習者の視点にわけて検討する。その上で，2019・2020・2021 年の 3 カ年にわたって実施した学部・大学
院の授業について，その実践過程の振り返りと評価をとおして，教員養成・研修の教育プログラムの方策を提示する。
　「地理総合」が導入されることで，学校教育の GIS 活用において，教師側の視点では GIS 利用だけでなく GIS 教育を行
わなければならない段階に入ったことを指摘した。また学習者側の視点でも教科等固有の目的・目標を達成するための
方法・手段として GIS 利用が求められ，情報教育において情報活用能力であり，そこでは GIS の知識や操作自体が教育
の目的となっていることを指摘した。その授業を担当することが想定される教師については，現職教師ならびに現時点
の教員養成の大学生の多くは，高校において地理科目の履修者は 3 分の 1 程度である。また高校「地理」の学習内容は
限定的であることを確認した。以上の実態から，教員養成・研修において GIS の教育プログラムの必要性を明らかにした。
　その教育プログラムの作成にあたっては，地理ならびに GIS について既得知識があまりないことを前提にプログラム
を設計する必要がある。そこで，高校教科書ならびに GIS の実務者（ESRI）の視点から，GIS の基礎に当たるものは何
かを検討した。授業ではそれら抽出した基礎用語の理解の徹底を図り，演習では GIS の操作の習得よりは受講生が GIS

に初めて触れることを前提として GIS を身近に感じ面白さを感じることに力点をおいた教育プログラムの提案を行った。
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Key words：teacher education, teacher training, geography, GIS, industry-academia collaboration
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本研究の目的は，2022 年度から年次進行で始まる「地
理総合」導入に向けて，その担当者を対象とした教員
養成・研修の教育プログラムの方策を提示することで
ある。まず学校教育における GIS の歴史的経過を整理
し，教科書における GIS の記述および扱いを検討する。
次に学校教育おける GIS の意義・意味について，教師
の視点と学習者の視点にわけて検討する。その上で，
2019・2020・2021 年の 3 カ年にわたって実施した授業
について，その実践過程の振り返りと評価をとおして，
GIS のための教員養成・研修の教育プログラムの方策を
提示する。

２．学校教育における GIS
１ ）これまでの経過

1995 年１月に起こった阪神・淡路大震災時におい
て，被害実態の把握や復旧・防災における GIS の有効
性が認知され，本格的な GIS の普及がなされた（矢野，
1999）。行政や企業における GIS の認知・活用が浸透す
るなか，学校教育においても GIS が注目されるように
なった。南埜（2003）では，2000 年代当初における学
校教育における GIS 活用の現状と課題を整理した。そ
こでは， 4 つの課題を指摘しその状況を分析した。課題
としてあげたのは，①コンピュータ等のハードウェア
の問題，② GIS ソフトウェアや地図・統計データといっ
たソフトウェアの問題，③ GIS に対する認知・普及の
問題，④教育制度や教師の問題である。このうち 2000
年代前半の段階で，①，②，③については導入にあたっ
ての条件はほぼ満たしており，④が残された課題である
と指摘した。

その後の展開については，阪上（2013）や佐藤（2014）
で整理されているところである。あらためて，先に示
した 4 つの課題について現状をみると，①については，
文部科学省が「学校における ICT 環境の整備について（教
育の ICT 化に向けた環境整備 5 か年計画（2018（平成
30）～ 2022（令和４）年度））」１）を進めている 。2020
年と 2021 年において，新型コロナウイルス感染症が拡
散し，教育現場でもオンライン授業などを含めた対応
などが求められるようになった。文部科学省では 2020
年度の補正予算により「GIGA スクール構想」２）を導入
した。そこでは，“ １人１台端末は令和の学びの 「スタ
ンダード」” のもと，コンピュータや学校でのインター
ネット接続の整備が一気に進められた。2020 年 3 月時
点では教育用コンピュータの 1 台あたりの児童・生徒
数が 4.9 人であったのに対して，2021 年 3 月では 1.4 人
となっている３）。またインターネットの接続についても，
2021 年 3 月には 98.2％に達している。注目したいのは，
普通教室の無線 LAN 整備率である。2020 年 3 月時点で
は 48.9％であったのに対して，2021 年 3 月には 78.2％

にまで整備率が向上している。このような統計的データ
を前提とするならば，地域的な進捗の差はあるが，近い
将来において児童・生徒 1 人 1 台がほぼ実現され，それ
を前提とする教育ができる段階となっているといえる。
また普通教室でのインターネット接続率の整備が進む
ことで，これまでのコンピュータ教室といった特別教室
だけでなく，普通教室でのコンピュータ活用が一般化さ
れる段階に入ったといえる。いずれにしても 2021 年の
段階で，インターネットを活用できるコンピュータの一
般教具化が実現されたといえる。

②については，WebGIS の充実がめざましい。そのな
かでも「地理院地図」（国土地理院）４），「地図で見る統
計（統計 GIS）」（総務省統計局）５），「RESAS」（内閣府・
経済産業省）６），「今昔マップ on the web」（谷謙二）７），

「ひなた GIS」（宮崎県）８），「Google Map」（Google 社）
９），「ArcGIS Online」（ESRI 社）10）などがある。これら
は PC，タブレット，スマートフォンなどの端末の種類
に左右されず，Microsoft Edge（Microsoft 社），Google 
Chrome（Google 社），Firefox（Mozilla 社）や Safari（Apple
社）などの Web ブラウザがインストールされていれば
用いることができる。また PC などの端末にインストー
ルが必要なソフトでは「Google　Earth　プロ」（Google
社）11）や MANDARA（谷謙二）12）などの無料ソフト
が提供されている。また高機能のソフトについても，

「QGIS」（QGIS Development Team）13）などの無料ソフト
のほか，ESRI 社が提供している「小中高教育における 
GIS 利用支援プログラム」 14）を活用することで「ArcGIS 
Pro」などの無償提供が受けられる。学校現場で多少の
労を厭わなければ，無料ソフトだけでなく高機能の有
料アプリケーションでさえ導入できる素地が整えられ
ている。さらに GIS ソフトで用いる地図・統計データ
についても，基盤地図情報（国土地理院）15），e-Stat（総
務省）16），国土数値情報（国土交通省）17）などから，
インターネットを通じて多様なデータが無料で入手で
きるようになっている。

③については，関係する図書の出版をみると，『教育
GIS の理論と実践』（村山編，2004），『いとちり式 地理
の授業に GIS』（伊藤，2010），『地理空間情報を活かす
授業のための GIS 教材』（地理情報システム学会 教育委
員会，2017），『「地理総合」ではじまる地理教育—持続
可能な社会づくりをめざして—』（碓井編，2018），『ス
マホと PC で見るはじめての GIS「地理総合」で GIS を
どう使うか』（時枝・木村，2019），『高校社会「地理総合」
の授業を創る』（井田編，2021）などがある。またネッ
ト上でも伊藤智章氏の Twitter 18）や佐藤崇徳氏のホーム
ページ 19）のほか，全国地理教育研究会が運営する「地
理教育教材サイト」20）では，GIS を活用した様々な授
業実践が紹介されている。このように教育現場における
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GIS に対する認知・普及は，大学教員ならびに先取的な
高校教師によって，多くの授業実践の積み重ねがなされ
ていることがわかる。

④については，学習指導要領の改訂とかかわらせて，
次章「3．学校教育現場の中の GIS」において言及する。

２ ）教科書にみる GIS
分析した教科書は，いずれも 2009 年改訂学習指導要

領に準拠し，2017 年に発行されたものである。地理 A
が５社６冊（帝国書院（２），二宮書店，東京書籍，清
水書院，第一学習社），地理 B が 3 社 3 冊（帝国書院，
二宮書店，東京書籍）である。それぞれの教科書にお
いて， GIS がどのように定義されているか，GIS の構成
要素，GIS のレイヤー構造，GIS の活用例，GIS の運用，
GIS アプリケーションについて検討する。

後述するように，学習指導要領の本文やその解説に
GIS が記載されている。しかし取り扱いページは２～４
ページにすぎない。その記載内容をみてみると， GIS の
定義について共通していることは，「地理情報システム」
と「GIS」という用語を用いている点である。その説明
に用いられている用語は，「地理空間情報」，「地理情報」，

「デジタル地図」や「空間データ」など多様な用語が用
いられ，教科書間で統一的な見解がなされているわけ
ではない。GIS の構成要素については，地理上の事物を
図形で表現するデータとしての「地図データ」と各種
の統計の値を示す「統計データ」の 2 区分で示す教科
書がある一方で，「統計データ」のみに言及している教
科書も見られた。それらデータが「位置」・「位置情報」
の要素を含むものであることついては，ほとんどの教科
書で触れられている。GIS の基礎的事項である図形デー
タの要素（点（ポイント）・線（ライン）・面（ポリゴン））
について記載した教科書はなかった。同様に GIS の基
礎的事項であるレイヤー構造については，９つの教科書
の内，5 つの教科書のみで記載がみられた。測位システ
ムについては，すべての教科書で GPS が記載されてい
るのに対して，それ以外の測位システムを含めた総称で
ある GNSS（Global Navigation Satellite System / 全球測位
衛星システム）を記載したのは帝国書院の 3 つの教科書
のみであった。GIS の活用例で多くあげられているのが，
カーナビゲーションシステムである。6 つの教科書で紹
介されている。GIS の運用について，唯一言及している
のが，東京書籍「地理 A」である。そこでは，「地図の
作成」，「データの検索・解析」，「地図の編集・加工」，「地
図やデータの管理共有」を図解している。GIS アプリケー
ションについては，「地理院地図」が 2 つの教科書，「カ
シミール 3D」と「MANDARA」が 2 つの教科書（いず
れも二宮書店），「電子国土基本図」と「地図太郎」がそ
れぞれ 1 つの教科書で記載があった。

このように高校教科書における GIS は，最大で４ペー
ジとその取り扱いはわずかであるといえる。すべての教
科書で共通している点は，「地理情報システム」，「GIS」，

「GPS」の 3 つの用語であった。

３．学校教育現場の中の GIS
１ ）教師の視点

南埜（2003）では，学校教育現場の GIS 普及は④教
育制度や教師の問題が鍵となることを指摘した。また学
校教育での GIS 活用に関する議論の検討を通じて，GIS
の扱いにおいて，GIS 利用と GIS 教育の二つの立場があ
ることを指摘した。GIS 利用は GIS を教材開発のツール
として利用するものであり，GIS 教育は GIS そのものを
学習対象とするものである。前者が GIS を授業のため
の方法・手段としているのに対して，後者は GIS を学
習の目的としている。

GIS 利用においては，前述のとおり先取的な教師に
よってさまざまな活用方法や授業実践がなされてきた。
一方 GIS 教育についてみると，学習指導要領本文およ
びその解説において GIS の表記がなされたのは，1998
年改訂学習指導要領の高等学校地理歴史科「地理 B」の
解説からである。2009 年改訂学習指導要領では，高等
学校地理歴史科「地理 A」「地理 B」の本文と解説に加
えて，中学校「社会」の解説にも記載されるようになっ
た。それを受けて，前述のように教科書に反映されるよ
うになった。とはいえ，教科書分析を通じて指摘したよ
うに，用語レベルの学習が中心であり，極めて限定的で
ある。

GIS 教育を考える上で大きなターニングポイントにな
ると考えられるのが繰り返し述べているように， 2018 年
改訂学習指導要領により，「地理総合」が必履修科目と
して導入されることである。その「地理総合」の内容に
ついては，大きく３つの大項目が示されている。すなわ
ち，「A　地図や地理情報システムで捉える現代社会」，「B　
国際理解と国際協力」，「C　持続可能な地域づくりと私
たち」である。A では GIS が学習の対象となっている。
そして GIS は，B や C の学習においては，ツール（方法・
手段）として用いることが期待されている。すなわち A
で GIS を学び，B と C で GIS を活用することが求めら
れている。このように，「地理総合」では GIS が極めて
重要な地位を占めているといえる。

ここに至って，教師側の視点からみれば，GIS 利用だ
けでなく，GIS そのものを教える GIS 教育が求められる
ようになった。学校教育において GIS を学習の目的と
する GIS 教育が取り込まれるとともに，教師側だけで
なく，学習者側にも GIS 利用が強く求められるように
なったといえる。
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２ ）学習者の視点
前述の通り，学校教育における GIS 活用には GIS 利

用と GIS 教育の２つに分けられる。さらに，学校教育
における GIS の活用主体を考えた場合，教師と学習者
の２つの立場に分けることができる。以上を踏まえる
と，学校教育における GIS 活用の意義は，表１のよう
に４分類できる。

学習者にとっての GIS を考えた場合，教科等固有の
資質・能力の獲得手段としての GIS と情報教育の一環
としての GIS の２つが考えられる。前者については，
阪上（2013）や佐藤（2014）による指摘を待つまでも
なく，学校教育における GIS は今後ますます拡大する
可能性があり，GIS 実践は既存の教科指導や教育活動の
中に位置づけられていくであろう。とりわけ GIS が教
科指導や教育活動の文脈において実践される場合，実
践の意義は教科や教育活動の有する固有の目的・目標
から説明されることになる。例えば GIS 実践・研究は，
中等社会系教科とりわけ地理における学習指導の文脈
において数多くの蓄積がなされている。これらの実践・
研究の多くでは，WebGIS を含む GIS を用いた地図作成

（鈴木，2019），空間的思考力の育成などの地理的技能や
思考力等の育成（秋本，2003），地域の特色や地域災害
の把握といった地理認識の形成（國原，2015；土田ほか，
2020），政策提案（河合・河原，2019）といった意思決
定・合意形成にかかわる資質・能力の育成が意図されて
いる。この場合学習者にとって GIS は，教科等固有の
技能や認識の獲得，意思決定に関する資質・能力を獲得
するためのツールであり，換言すれば，GIS は教科や教
育活動の目的・目標を達成するための方法・手段とし
て位置づけられる。そのため，教科や教育活動の目的・
目標に応じて GIS にかかわる学習内容および学習方法
を整理し，意義付けをする必要がある。

一方，後者の情報教育の一環としての GIS について
考えてみると， GIS の活用自体に教育上の意味や意義を
見出そうとする場合，GIS の実践は現状，広義の意味で
の情報教育 21）の一環として位置づけられることになる。
そのため，GIS 実践の目的・目標は，情報教育の目的・
目標に対応して，説明されることになる。広義の情報教
育は，学校教育全体を通じて取り組まれ，そこでは情報

活用能力の育成が目標として設定される。情報活用能力
に関する定義はさまざまなされているが，情報教育で獲
得を目指す情報活用能力は，資質・能力の３つの柱を視
点にして，表２のように整理されている。情報教育の
文脈で GIS が扱われる場合には，当然ながら表２に示
した情報活用能力の獲得に資することが要求される 22）。
この場合学習者にとって GIS は，GIS について知る，活
用すること自体が情報活用能力の獲得につながる。言
い換えれば，GIS の知識や操作自体が教育の目的となる。
加えて，情報活用能力を獲得することを意図した場合，
GIS は操作等を重視する情報系の教科学習（技術・家庭
科，情報科）やより実践的な GIS 活用の機会を学習者
に提供できる教科横断的な学習 23）との親和性が高くな
る。

４．教員養成・研修プログラムの開発・検討
１ ）受講者の属性

日本の高等学校進学率は 1974 年に 90％を超え，近年
では 97％の進学となっている 24） 。日本の義務教育は中
学校までの 9 年教育である。高校の授業料免除などの施
策もあり，高等学校までの 12 年教育が実質化されてい
る。

高校における地理についてみてみると，学習指導要領
改訂にともない，約 40 年間にわたり地理を履修しない

（できない）世代（現在の高校生から 50 歳代前半）を創
出している。具体的には 1978 年改訂学習指導要領より
前は，必修ではなかったが，選択科目としてほとんどの
高校生が１年で地理を履修していた。1978 年改訂学習
指導要領により，「現代社会」が必履修化され，地理を
履修しない（できない）生徒が多くなった。当初の「現
代社会」には地理的内容が含まれていた。しかし 1989
年改訂学習指導要領により，高等学校の「社会科」は「地
理歴史科」と「公民科」へと解体され，地理は「地理
歴史科」に組み込まれた。一方，「現代社会」は「公民
科」の一教科となり地理内容は扱われなくなった（井田，
2018）。

2015 年における教科書需要数からみた地理科目の履
修状況は，地理 A が 37.4％であり，地理 B が 24.8％であっ
た 25）。兵庫教育大学において，共同研究の実施年であ

表 １　活用目的・主体からみた GIS の類型

　　　　 活用目的
活用主体

GIS利用 GIS教育

教師
①学習教材作成ツールとして
  のGIS

②教師の専門的知識としての
  GIS

学習者
③教科等固有の資質・能力の
  獲得手段としてのGIS

④情報教育の一環としてのGIS
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る 2019 年，2020 年，2021 年の授業の受講生へのアンケー
トでは，地理 A または地理 B の履修者は，それぞれ地
理 A が 4.6％，7.1％，7.8％であり，地理 B は 29.2％，
20.6％，21.9％であった。地理を履修した学生の大部分
は地理 B を履修している。なお地理 A と地理 B の両方
を履修する学生はわずかで，ほとんどはいずれかの履修
のみであった。三橋（2019）では，地理科目の履修が，
鹿児島県では 97％であるのに対して，愛知県は 34％で
しかなく，都道府県によって地域差の存在を指摘してい
る。受講生は年度によって異なるが 7 割以上が兵庫県出
身者でありことから，地理 A と地理 B の内，地理 B の
履修割合が高いのは，兵庫県の特徴といえる。

以上のことから教師になることを希望する学生にお
いて地理の履修は，多くてみて３分の１程度であるこ
とが指摘される。また現職の教師においても，同様に，
高校での地理の履修者は少ない。

２ ）教育プログラムの検討
必履修科目「地理総合」の導入に対応するため，兵

庫教育大学の教員と ESRI ジャパンの社員（以下，単に
ESRI）との間で，教師向け講習会の必要を共通認識し，
個人ベースでの意見交換や検討を行ってきた。そこで，
2019 年度から 3 年間にわたって，共同研究を実施する
とともに，ゲストスピーカーとして ESRI を大学の授業
に招聘し授業実践を行うこととなった。

具体的には，学部の「社会認識のための地理情報」（学
部 1 年生対象，前期）と教職大学院の「社会系教科の授
業デザインの理論と方法（１）」（大学院 1 年生対象，前期）
の中で授業を実施し，教員養成とともに教員研修での
具体的な教育プログラムを構築するというものである。
2020 年度から社会科教育を専門とするメンバーが加わ
り，教科教育学の視点からの検討を加えることとなっ
た。

プログラムの開発・検討においては，PDCA サイクル

表 ２　情報教育の枠組み

＊ IE-School：文部科学省委託事業「次世代の教育情報化推進事業『情報教育の推進等に関する調査研究』」
出所）文部科学省（2019，p.24）より引用。

A.
知識及び技
能

１　情報と情報技術を適切に活
    用するための知識と技能

①情報技術に関する技能
②情報と情報技術の特性の理解
③記号の組み合わせ方の理解

２　問題解決・探究における情
    報活用の方法の理解

①情報収集，整理，分析，表現，発信の理
  解
②情報活用の計画や評価・改善のための理
  論や方法の理解

３　情報モラル・情報セキュリ
    ティなどについての理解

①情報技術の役割・影響の理解
②情報モラル・情報セキュリティの理解

B.
思考力，判
断力，表現
力等

１　問題解決・探究における情
    報を活用する力（プログラ
   ミング的思考・情報モラル・
   情報セキュリティを含む）

事象を情報とその結び付きの視点から捉
え，情報及び情報技術を適切かつ効果的に
活用し，問題を発見・解決し，自分の考え
を形成していく力

①必要な情報を収集，整理，分析，表現す
  る力
②新たな意味や価値を創造する力
③受けての情報を踏まえて発信する力
④自らの情報活用を評価・改善する力　等

C.
学びに向か
う力・人間
性等

１　問題解決・探究における情
    報活用の態度

①多角的に情報を検討しようとする態度
②試行錯誤し，計画や改善しようとする態
  度

２　情報モラル・情報セキュリ
    ティなどについての態度

①責任をもって適切に情報を扱おうとする
  態度
②情報社会に参画しようとする態度

分類

115114

「地理総合」導入に向けた教員養成・研修における教育プログラムに関する一考察



の手法を用い，2019 年度，2020 年度，2021 年度の 3 回
の授業での計画・改善を繰り返し実践することで，最
終的な教育プログラムの構築とその一般化を意図した。
2019 年度の授業は試行的に実施し，2020 年度は 2019 年
度の授業を，同様に 2021 年度は 2020 年度の授業実践
を検討して，その改善案でももって授業を行うことで，
最終的な教育プログラムを確立するという流れである。

授業そのものは，大きく 2 つのパートに分け，通常の
時間割の枠で兵庫教育大学の教員が 1 コマ（以下，講
義 A）の授業を行い，集中講義で ESRI が 2 コマ（以下，
講義 B と講義 C と表記する）の演習を行う。なお演習
で使用する GIS アプリケーションは，ESRI 社の ArcGIS 
Online と ArcGIS Survey123 である。

３ ）授業の展開
（1）実施科目の位置づけ

授業を実施する科目は，前述のとおり学部の「社会認
識のための地理情報」と大学院の「社会系教科の授業デ
ザインの理論と方法（１）」である。いずれも兵庫教育
大学において，近年開設された新科目である。簡単に，
その背景を述べる。学部のカリキュラムは 2019 年度に
大幅なカリキュラムを見直しが行われ，新カリキュラム
が組まれた。「社会認識のための地理情報」は，旧カリ
キュラムでは「社会認識と地理情報」という科目名で社
会学を専門とする教員と地理学を専門とする教員で実
施していた。新カリキュラムでは地理学を専門とする教
員一人で実施することになった。そこで，「社会認識の
ための地理情報」と科目名を変更するとともに，地理的
内容の拡充を図り，2018 年改訂学習指導要領に対応す
るために GIS の内容を加えることとした。

一方大学院では，2018 年度に修士課程教科教育実践
開発専攻社会系教育コースが廃止され， 2019 年度から
は専門職学位課程（教職大学院）教育実践高度化専攻

社会系教科マネジメントコースに組織変更がなされた。
教職大学院への移行にともなって，地理学を中心とする
科目は開設することが出来なくなり，小・中・高校での
授業づくりとの関連性を中心とする内容が求められる
ようになった。そこで新設した科目が「社会系教科の
授業デザインの理論と方法（１）」である。社会系教科
の授業をデザインする中での GIS 活用をテーマとして，
その授業内容に組み入れた。

（2）2019 年度の授業
2019・2020・2021 年におけるそれぞれの授業の概要

は表３のとおりである。2019 年度は試行年として位置
づけ，講義内容をそれぞれの担当者で原案を出し合い，
それをたたき台に意見交換をおこなった上で，授業実施
案を作成した。講義 A では GIS の基礎を知識として学
ぶことを目的とする講義形式で実施し，講義 B・C では
教材開発を視野に入れて，受講生が GIS アプリケーショ
ンを用いて GIS を体験したりする演習形式とした。全 3
コマの授業設定は，教員研修においては，1 日研修プロ
グラムを想定している。

ここで課題となったのは，GIS の何を，どこまで教え
るかである。GIS を業務にしている ESRI は，GIS の高
度な空間分析の指導を行うことができる。GIS の習得に
ついては，科研「GIS の標準コアカリキュラムと知識体
系を踏まえた実習用オープン教材の開発」で作成された

「GIS 実習オープン教材」26）がある。そこで示された学
習プログラムの内容が，本研究の対象とする学生や現職
の教師に求められる知識・技能かといえば，それは疑問
である。またすでに明らかにしたように，受講生の属性
は，高校での地理履修者は少なく，またその履修者にお
いても GIS に関する基礎知識は限定的である。3 コマの
授業で，習得できる知識・技能は限られている。「地理
総合」における GIS の位置づけについて，井田（2018，p.6）

表 ３　実施した授業の概要

＊１：講義 A は授業登録者数を示す。講義 B・C は当日の参加者数を示す。

年度

科目名

講義A
学部：社会認
識のための地
理情報

講義A
大学院：社会
系教科の授業
デザインの理
論と方法
（１）

講義B・C
学部・大学院
合同

講義A
学部：社会認
識のための地
理情報

講義A
大学院：社会
系教科の授業
デザインの理
論と方法
（１）

講義B・C
学部・大学院
合同

講義A
学部：社会認
識のための地
理情報

講義A
大学院：社会
系教科の授業
デザインの理
論と方法
（１）

講義B・C
学部・大学院
合同

講義内容の概要

地図とGIS 地図とGIS 教材づくり GISと学校教育 GISと学校教育 GIGAスクール
を想定したタ
ブレットによ
る授業

学校教育とGIS GISと学校教育 GIGAスクール
を想定したタ
ブレットによ
る授業

受講生/参加者＊
１

73 12 41 68 12 62 67 10 67

実施日 6月11日（火） 6月12日（水） 6月15日（土） 6月9日（火） 6月10日（水） 6月13日（土） 5月25日（火） 5月26日（水） ５月29日（土）

会場等
講義室 講義室 情報教育実習

室
オンライン
（同期）

オンライン
（同期）

オンライン
（同期）

オンライン
（同期）

オンライン
（同期）

オンライン
（同期）

主な使用端末

情報教育実習
室に設置され
たPC

個人所有の
PC・タブレッ
ト・スマート
フォン

個人所有のタ
ブレット中心

2019年度 2020年度 2021年度
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は，「GIS の基本から応用までをすべて学ぶわけではな
く，このあとの地理の学習を学ぶうえで有用な地図や
GIS の活用を学ぶことが肝要とされる」としている。そ
こで，講義 A では，現行の高校教科書で示された GIS
の基礎事項をベースに，兵庫教育大学の教員と ESRI で
検討し，高校教科書では触れられていなかった GIS の
概念（例えば，図形データの要素や GIS 解析）を加え
たものを基本として，講義内容の精選をおこなった。

兵庫教育大学の教員が担当する講義 A は，学部と大
学院のそれぞれの時間割の中で実施した。当該コマの講
義タイトルは「地図と GIS」である。前半は受講生の生
活圏にある地図を提示し，地図が身近な存在であること
を確認し，地図の歴史，地図の定義，地図の分類なら
びに国土地理院の紹介を行った。後半は GIS について，
GIS の定義，データ構造（レイヤー構造），GIS に必要
なもの，GIS で出来ることの紹介を行った。

ESRI が担当する講義 B・C は，学部と大学院の合同
授業として実施し，土曜日に集中講義として大学内の教
育情報実習室で行った。教育情報実習室にはノートパソ
コンが 63 台設置されている。使用できるコンピュータ
の数が学部と大学院の合わせた受講生数より少ないこ
とやアプリケーションソフトの操作についてのサポー
ト体制が整わないことから，希望者のみの参加として
41 名の参加者を得た。参加できない受講生に対しては
別に課題を与えて対応することとした。講義内容は，講
義 B では教師が GIS 教材を作ることを想定し，オープ
ンデータのダウンロードから地図による可視化などを
中心とした演習を行った。用いたデータは，e-Stat（国
勢調査）や国土数値情報のデータなどである。ArcGIS 
Online のマップビューアーの基本操作（属性テーブルの
確認，シンボル変更，拡大縮小，レイヤーの重ね合わ
せ等）を説明し，GIS データがどのようなものか操作を
しながら体験させた。講義 C では，兵庫教育大キャン
パス内の危険箇所調査を行った。参加者は教室を出て，
ArcGIS Survey123 で作成した調査票に，個人のスマート
フォンを用いて，キャンパス内でその調査票の入力と写
真撮影の作業を行わせた。収集されたデータを全員で共
有し，授業の中でみんなでつくる危険個所の地図の作成
を行った。

2019 年度の試行的な授業に対する評価をみると，ま
ず講義 A に対しては，事前アンケートにおいて GIS を
知っているかの質問に対して，知っている 0％，少しは
知っている 37.0％，全く知らない 63.0％であった。GIS
の定義について書かせた内容をみると，用語として正し
く回答できたのは 13.8％にすぎなかった。そのなかで高
校での地理の履修者で正しく回答できたのが，31.8％で
あり，未履修者それは 7.0％にすぎなかった。このよう
に高校での地理の履修の有無は大きな差となっている。

これらのことから，教育課程において学びの機会の有無
が重要であるといえる。そして未履修の教師に対して
は，その学習の機会を提供することが重要であると考え
る。

一方，講義 B・C については，授業後に事後アンケー
ト 27）を実施した。GIS の理解が深まったかどうかの項
目については，「はい」の回答が 97.6％に達し，多く
の学生が GIS を理解できる授業内容となっていたとい
える。授業でどの内容が面白かったかという項目につ
いては，実際に操作をする内容を挙げた参加者が多く
ArcGIS Online の GIS 演習や ArcGIS Survey123 を用いた
現地調査が高く評価された。教育プログラムを検討す
る上で，授業の中に作業的内容を加えることの重要性
が指摘される。難易度に関する項目では，学部の参加
者で「GIS とは・GIS の特長は」といった導入部分の内
容で難しいと感じた学生が 41 名のうち 7 名いた。これ
は，初学者が多く含まれることを反映していると判断さ
れる。しかし，それら回答者はさらに学んでみたい内容
についての項目についての自由回答で「必修化された地
理の内容をもっと深く知りたい」，「地理の授業の実践
例をもっと知りたい」，「GIS データについて詳しく知り
たい」という前向きな意見が多く見られた。以上の質
問項目の回答結果から，参加者が授業を理解した上で，
さらに興味を広げる授業になっていると評価できる。最
後に，どのような調査を実施したいかの項目の回答を整
理すると，多種多様な意見がみられた。それらを分類す
ると，自然（身近な生き物・植物の分布，身近な地形・
活断層・ため池・地盤調査），危機管理（身近な安全地
帯），防災（災害調査・津波の被害が大きい場所調査），
観光（飲食店の調査，よく訪れる場所，地域の特産品），
趣味（プロ野球のファンに関する調査），その他（出身
地と希望の勤務先）である。参加者のニーズとして観光
に関するテーマが高いといえる。また自然，危機管理，
防災などの分野や，地域の特産品など，実際の高校地理
の授業にもつながりそうなテーマも出されている。授業
での現地調査を実際に体験することで，授業立案の際の
活用イメージにもつなげることが出来たと評価される。

（3）2020 年度の授業
2020 年度は，2019 年度の授業と参加者の評価結果を

もとに改善点を検討して授業づくりを行った。まず講義
A・B・C で使用するパワーポイントのフォーマットを
統一のものにし，プログラムとしての一体感を持たせる
ようにした。授業内容については，相互の重なり部分の
削除と用語表現の統一を図り，特に講義 A では講義 B・
C で用いる基礎事項の精選と拡充を行った。一方，講義
B・C においては授業評価に見られたように，参加者に
とって作業的内容が好評であったことを受けて，講義
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C の演習で分析するテーマを受講生のニーズを考えて設
定した。具体的には，前年の事後アンケートで多くの
回答があったテーマの観光である。あらかじめそのテー
マについて受講生自身にデータ入力させ，そのデータ
を用いることで自分事化を図り，より興味・関心をもっ
て取り組めるよう工夫した。

当初は，2019 年度と同様に講義 A は普通講義室，講
義 B・C は教育情報実習室で実施することを計画してい
た。しかし，新型コロナウイルス感染症拡大の影響で，
兵庫教育大学では前期授業はすべてオンラインで実施
することが決定され，前期授業開始は 5 月 13 日開始と
なった 28）。このため，オンラインでの授業対応など当
初計画で進めることができなくなった 。

講義 A は，Zoom を用いたオンライン（同期）によっ
て授業を実施した。講義タイトルは「GIS と学校教育」
である。2019 年度の講義における地図の内容を省き，
GIS の基礎・基本用語の丁寧な説明と学校教育における
GIS 導入の必要性について説明する内容に変更した。具
体的には，「GIS って何？」，「GIS の基礎知識」，「なぜ
GIS ？ 学校との関係は？」の 3 つの構成で説明を行った。

「なぜ GIS ？ 学校との関係は？」では，講義 B・C で用
いる ArcGIS 関係のアプリケーションソフト以外の前述
の WebGIS の情報を提供し，教材づくりのツールや学習
者の学習ツールとして利用できることの紹介を加えた。

講義 B・C も，同様にオンライン授業となった。講義
A と同様に Zoom を用いて，ESRI の担当者は ESRI ジャ
パン社大阪オフィスから講義を行い，兵庫教育大学の教
員は共同ホストとして兵庫教育大学の教室からサポー
トし，受講生は自宅で授業を受けた。オンライン授業
の実施により 2019 年度のように教育情報実習室のコン
ピュータ数によって参加者の制限をする必要がなくな
り，全受講者が参加できるようになった。また授業を録
画することで，欠席者はそのビデオをオンデマンドで閲
覧することが可能となった。

オンライン授業によって上記のようなメリットがあ
る一方で，教育情報実習室のように設定が統一された端
末の環境で行うことができなくなった。オンラインでは
受講生の使用端末は PC のほか，タブレットやスマート
フォンと多様であることが想定された。そこで 2019 年
度の PC の演習に加え，タブレットでも作業内容を確認
できるよう工夫を加えた。

講義 B では新型コロナウイルス感染症の動向を素材
とした GIS 活用の例示などをした。講義 C ではより
空間分析に力を入れた内容とした。講義 A において
ArcGIS Survey123 を用いた「加東市内の飲食店調査」の
データ入力 29）を受講生に依頼し，そのデータを用いて
受講生が分析する授業内容とした。講義 C の授業では，
まず結果についての確認方法を伝え，空間的な傾向に

ついて考えさせた。数名にその考察を発表させ，講師
がコメントならびに説明を加えた。実際に収集された
飲食店のデータでの空間分析の場合，なかなか傾向が
見えづらい結果であった。またコロナ禍の制約もあり，
外で自由に調査が出来ないため，受講生においても思う
ような調査を実施することが難しかった。分析するテー
マをどのように設定するかとともに，新型コロナウイル
ス感性症拡大期における，データ入力の方法を工夫する
ことが一つの課題としてあげられる。

 
（4）2021 年度の授業

2021 年度は，2020 年度と同様に，新型コロナウイル
ス感染症の影響で，オンラインでの授業となった。兵
庫教育大学では 2021 年度の学部の入学生からタブレッ
ト端末 30）が必帯なったことから，学部 1 年生配当の「社
会認識のための地理情報」の受講生については，タブ
レット端末の使用を前提に授業設計することが可能と
なった。図１が示すように 2021 年のタブレットの使用
者は 79.1％に達した。なおタブレットの使用者が 100％
にならないのは，受講生の中に大学院生が含まれてお
り，大学院生にはタブレット端末必帯の大学指定は無
く，多くは PC で参加していたためである。

講義 A は，オンライン（同期）によって授業を実施
した。講義タイトルは「学校教育と GIS」として，学校
教育とのかかわりを前に出すようにした。ただし講義内
容は，2020 年度の内容をほぼ踏襲する形で進めた。

講義 B・C は，前述のとおり受講生の大半がタブレッ
ト端末で参加することを前提に設計した。そこで，オー
プンデータの活用方法はデモのみとし，ArcGIS Web 
AppBuilder31）を用いて，タブレット上で操作しやすい
Web アプリを用意し，それを用いた授業を行った。作
成した Web アプリは，GIS を初めて触る学習者が利用
することを想定し，簡単な操作でレイヤーの切り替えが
行えるものである（図２）。それをもとに学習課題とし

図 １　授業で使用する端末
出所）2020 年度・2021 年度の事後アンケート調査より作成。
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て「地域の課題分析」の内容を新たに加えた。レイヤー
には，消防署，避難施設，医療機関，学校，中学校区，
人口密度，人口総数，国土数値情報 の災害関連のデー
タを用意し，「加東市における地域の課題を見つけよう」
と題して，課題用のワークシートを準備し，学生に発
表させた。具体的には，重ねた合わせたレイヤー（3 種
類程度）とその重ね合わせから見えてきた特徴や課題，
そして考察を行わせた。この年に受講生に収集を依頼し
たのは「加東市内の行ってみたいところ調査」32）である。
市役所の HP などの情報提供も行って，現地に赴くこと
なく入力できるような調査票にした。

４ ）授業評価
（1）GIS 理解度テスト

2021 年度の講義 B・C の直後に実施した授業（社会
認識のための地理情報：6 月 2 日，社会系教科の授業デ
ザインの理論と方法（１）：6 月 1 日）において，GIS
理解度テストを実施した。回答に当たっては Microsoft 
Forms を使用し，76 名が回答した。同テストは 10 問か
らなり，すべて選択式，回答数は 76 であった。10 問の
内訳は，用語について２問，GIS の機能について３問，
地理的情報に関するものが２問，地図表現について問う
たものが２問，利用環境に関するものが１問である（表
４）。

76 名の平均得点は 6.09 点，標準偏差は 1.59 点であっ
た。なお最高得点は 10 点，最低得点は 2 点であった。
カテゴリー別で最も正答率が高かったものが「用語」に
関するものであり，10 問を通して唯一正答率が 90% を
越えた。一方正答率が最も低かったものが「地図表現」
であり，約 40% であった。一方，最も正答率が低かっ
た問いが，GIS の特徴としてすべて正しいものを回答さ
せた問４であり，21% であった。

理解度テストであるため，10 問で問われる内容や解
答のために示された地図（問８および問９）は，授業に
おいて説明あるいは提示されたものである。そのため，

基本的には単純な GIS についての知識や理解を問うも
のであった。そのため，比較的単純な知識を問う問い（例
えば，問１，２，10）については正答率が高かったとい
える。しかしながら，正答率が最も低かった「地図表現」
については，地図表現の種類を理解しているだけでは解
けないものであり，各地図表現の特徴を踏まえたうえで
解答する必要が求められた。そのため，正答率が他の問
いと比較して低かったと推察できる。また問題の出題形
式も正答率に影響を与えたと考えられる。

以上の点を踏まえると，今回の教育プログラムにおい
て GIS に関する知識・理解については深まったといえる。
しかしながら，GIS の知識・理解を踏まえて，実際に地
理的情報を適切な地図に加工するといった思考や技能
に関わる点については GIS の中心的な要素でありなが
ら，今回の到達度テストを見る限り，学習者の学習成果
は低調であった。今後は思考や技能に関わる点について
学習者の理解を深める教育プログラムが必要になると
いえる。

図 ２　「地域の課題分析」の Web アプリとワークシート
出所）筆者ら作成。

図 ３　授業 B・C の難易度に関する評価
出所）2020 年度・2021 年度の事後アンケート調査より作成。
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（2）事後アンケート
2020 年度と 2021 年度において授業 C の終了後に事

後アンケートを実施した。質問項目については，両年
とも同じものを用いた。そこで両年度を比較しながら，
各項目について検討する。まず授業の難易度について
の項目については，図３が示すように「ちょうどよかっ
た」の回答が両年度も一番多い。しかしながら「やや難
しかった」の回答も両年度とも 35％以上を占めている。
GIS に初めて触れる受講生が多いことが反映していると
考える。2021 年度はデータ作成の操作などは行わない

など，受講生のレベルに合わせる内容に修正すること
で，難易度が下がり，「ちょうどよかった」が半数を超
える結果となっている。

今日の授業は面白かったどうかの項目については，
2020 年度において，「普通」，「興味がもてなかった」，「面
白くなかった」という回答者の多くが授業内容を難しい
と感じている。その理由は PC の操作が間に合わなかっ
たことやタブレットやスマホのみでの授業参加など，個
人的な難易度や操作上の問題が興味を半減させたこと
がうかがえる。2021 年度は使用端末をタブレット中心

表 ４　GIS 理解度テストの概要

問 問い 選択肢 正答率（%） カテゴリー

1
GISのGは何を指して
いるのか、次から選
びなさい。

・Global
・Geological
・General
・Geogrpahic

95.0 用語

2
GPSのPは何を指して
いるのか、次から選
びなさい。

・people
・programing
・positioning
・planning

99.0 用語

3
GISの特徴として正し
くないものを、次か
ら選びなさい。

・現実世界をリアルタイムに反映できる
・GISが扱う地理情報には図形情報と属性情報がある
・複数の地理情報のレイヤーを位置情報をもとに重ね合わせる
・ GISでは現実世界の変化に応じて地図を編集できる

68.0 機能

4

GISの特徴として正し
いものは次のうちど
れか。すべて答え
よ。

・地理情報の分析・解析・編集
・地理情報の一元管理
・高解像のデータの圧縮
・意思決定や業務の効率化を支援

21.0 機能

5

GISでできることにつ
いて正しくないもの
は次のうちどれか。
すべて答えよ。

・航空写真の撮影
・地図上での距離の測定
・断面図の作成
・統計地図の作成

41.0 機能

6

GISではさまざまな
オープンデータの活
用ができる。人口
（男女別や５歳別な
ど）を持った町丁字
ポリゴンを提供し、
演習当日に利用した
サービスは、次のう
ちどれか。

・J-SHIS
・自然環境情報GIS提供システム
・国土数値
・e-Stat

57.0 地理的情報

7

GISで用いる図形情報
にはベクター型とラ
スター型がある。ベ
クター型の図形情報
で使用される図形に
当てはまるものを次
からすべて選びなさ
い。

・ライン（線）
・ポイント（点）
・ポリゴン（面）

70.0 地理的情報

8

５枚の地図（①～
⑤）のうち、ある地
域のコンビニの密集
度合いを示すのに適
した地図はどれか。

地図掲示のため割愛

36.0 地図表現

9

５枚の地図（①～
⑤）のうち、ある小
学校における児童の
徒歩10分圏内を示す
のに適した地図はど
れか。

地図掲示のため割愛

41.0 地図表現

10

GISを利用できるディ
バイスは次のうちど
れか。すべて答え
よ。

・パソコン
・スマートフォン
・タブレット 83.0 利用環境
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いて正しくないもの
は次のうちどれか。
すべて答えよ。

・航空写真の撮影
・地図上での距離の測定
・断面図の作成
・統計地図の作成

41.0 機能

6

GISではさまざまな
オープンデータの活
用ができる。人口
（男女別や５歳別な
ど）を持った町丁字
ポリゴンを提供し、
演習当日に利用した
サービスは、次のう
ちどれか。

・J-SHIS
・自然環境情報GIS提供システム
・国土数値
・e-Stat

57.0 地理的情報

7

GISで用いる図形情報
にはベクター型とラ
スター型がある。ベ
クター型の図形情報
で使用される図形に
当てはまるものを次
からすべて選びなさ
い。

・ライン（線）
・ポイント（点）
・ポリゴン（面）

70.0 地理的情報

8

５枚の地図（①～
⑤）のうち、ある地
域のコンビニの密集
度合いを示すのに適
した地図はどれか。

地図掲示のため割愛

36.0 地図表現

9

５枚の地図（①～
⑤）のうち、ある小
学校における児童の
徒歩10分圏内を示す
のに適した地図はど
れか。

地図掲示のため割愛

41.0 地図表現

10

GISを利用できるディ
バイスは次のうちど
れか。すべて答え
よ。

・パソコン
・スマートフォン
・タブレット 83.0 利用環境
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とすることで，タブレットでの操作に対応出来る講習
内容へと改善を行うことで，「面白かった」と「やや面
白かった」を合わせると 85.0% に達した（2020 年度は
43.5％）。

今後も GIS について知識を深めたいと思ったかとい
う項目については，2020 年度は 100％，2021 年度は
98.5％が「はい」と回答し，本教育プログラムの目標と
する GIS に興味関心をもってもらうという課題はクリ
アできていると評価される。

今日の授業でどの内容が良かったかという項目（複数
回答可）では，2021 年度に追加した「地域の課題分析」
の内容が，大変好評であったことがわかる（図４）。難
しい操作がなく，目の前のデータから今ある知識で分析
を行うことから，難易度を下げ，より GIS に興味を広
げられる授業内容となった。また GIS 解析についても

両年度ともに約半数の人が評価している。GIS の高度な
空間分析への意識づけのねらいもそれなりに達成でき
ていると考える。

今日の授業の内容の内，小学校・中学校の授業づく
りへ活用できるもの項目（上位３項目のみ）では，先
の問いとほぼ同じ傾向を読み取ることができる（図５）。
受講生は，単に GIS を学ぶというよりは，授業づくり
への活用を念頭に考える教育大学の学生の特質が反映
していると言える。授業づくりへの活用に対しても「地
域の課題分析」が 1 位であった。タブレットでの簡単
な操作によるレイヤーの重ね合わせが体験でき，GIGA
スクール構想により生徒一人一端末が実現しつつある
中では学校現場でも実施できるイメージがついた結果
ではないかと考える。図４と図５の結果を比較すると，
授業づくりへの活用は，教える内容となる「GIS とは」

図 ４　授業 B・C の内容に対する評価
出所）2020 年度・2021 年度の事後アンケート調査より作成。

図 5　授業 B・C の内容と小・中・高校での授業づくりに対する評価
出所）2020 年度・2021 年度の事後アンケート調査より作成。
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への回答と教材開発に係わる「オープンデータの活用」
に多くの回答が寄せられていることが読み取れる。「GIS
とは」は受講生が将来授業で教える内容に連動している
ものであり，「オープンデータの活用」は，教材開発を
行うために必要な情報であることが反映していると考
えられる。「GIS 解析」が３番目に多く挙がっていたこ
とについて，GIS 解析の講義内容は本授業ではスライド
による説明のみとし，デモなどを行わなかったが，その
割に関心が高いことがうかがえる。ただ単に可視化する
だけが GIS ではない点を理解できていると考えられる。

６．おわりに
本研究は，「地理総合」の導入にあたって，その担当

者を対象とした教員養成・研修の教育プログラムの方策
を提示することを目的として検討をおこなった。

学校教育における GIS の現状については，①コン
ピュータ等のハードウェアの問題，② GIS ソフトウェ
アや地図・統計データといったソフトウェアの問題，③
GIS に対する認知・普及の問題，④教育制度や教師の問
題の 4 点から検討した。①，②，③の点のいずれにお
いても GIS を学校教育の現場において，導入するに十
分な環境や状況にあることを確認した。④については，

「地理総合」の導入により学校教育の GIS 活用において，
教師側の視点では GIS 利用だけでなく GIS 教育を行わ
なければならない段階に入ったことを指摘した。また学
習者側の視点でも教科等固有の目的・目標を達成するた
めの方法・手段として GIS 利用が求められ，情報教育
において情報活用能力であり，そこでは GIS の知識や
操作自体が教育の目的となっていることを指摘した。

授業を担当することが想定される教師については，現
職教師ならびに現時点の教員養成の大学生の多くは，高
校において地理の科目を受けていない（受けることがで
きなかった）世代であり，地理の履修者は 3 分の 1 程度
である。また現行の地理の教科書をもとに GIS に係わ
る事項について検討した結果， GIS は学習指導要領の本
文やその解説に記載がなされているものの，教科書では
最大 4 ページの記載しか無く，共通して教えられている
事項も地理情報システム，GIS，GPS のみであった。こ
のように学習指導要領の本文や解説に掲載がなされた
といっても，その内容は限定的であることを確認した。
教育現場では，先取的な地理教師においては，積極的に
GIS を取り入れた教材開発や授業提案がなされているも
のの， GIS にかかわってきた教師は極めて限られ，また
高校教師の地歴科の教師で地理を専門とする教師も少
ない状況にある。

以上の実態から，教員養成・研修において GIS の教
育プログラムの必要性を指摘した。その教育プログラム
の開発においては，受講者属性の検討を踏まえ，地理

ならびに GIS について既得知識があまりないことを前
提にプログラムを設計する必要があることを指摘した。
そこで，高校教科書ならびに GIS の実務者（ESRI）の
視点から，GIS の基礎に当たるものは何かを検討した。
そして授業ではそれら抽出した基礎用語の理解の徹底
を図り，演習では GIS の操作の習得よりは受講生が GIS
に初めて触れることを前提として GIS を身近に感じ面
白さを感じることに力点をおいた授業づくりを行った。
具体的には，全 3 コマ（１コマ 90 分）の学習とし，１
コマ目は GIS の基礎と学校教育での GIS の必要を確認
する講義内容で構成した。残り 2 コマでは，GIS のデー
タに触れ操作することを体験させる演習形式の授業構
成とした。全 3 コマの授業設定は，教員研修においては，
1 日研修プログラムを想定している。

試行年であった 1 年目の 2019 年度では国土数値情報
などのオープンデータの入手と加工などの操作を多く
含む内容であった。それら操作は初学者にとっては難
しいことがアンケート結果から見いだされたことから，
2020 年度と 2021 年度において重ね合わせ分析の演習内
容は残したが，バッファー分析や空間抽出といった GIS
解析は紹介する程度にとどめた。また演習で使用する
データは，ArcGIS Survey123 を使用し，受講生に予めデー
タ入力させたものを用い，自分事化とすることでより興
味・関心を持って取り組めるよう工夫した。2021 年度
に加えた「地域の課題分析」が受講生から高い評価を得
ることができた。

今回の共同研究では，研究期間中に新型コロナウイル
ス感染症拡大という想定外の事態が発生した。授業形態
としてはオンライン授業となったことを受けて，教師
の教材づくりを想定した授業から学習者がタブレット
を用いて受講する形の授業へと内容を変更した。結果
的に，教材づくりのための授業と学習者向けの模擬授
業という 2 通りの授業を試すことができた。教材づく
りのための授業と学習者の立場で GIS を操作する授業
は，ともに教職課程の学生にとって有用な授業である。
しかしながら受講者の属性や 2019 年度の試行年での授
業の検討の結果，GIS に対する既得知識が少ない状況で
は操作面で難易度が高い教材づくりよりも、学習者が
操作することを疑似体験するような授業の形式の方が、
理解が深まると考えた。教師として，まずは学習者と同
じ目線（GIS が何か知らない状態）に立って、GIS その
ものを知ることが重要であり、GIS を知って初めてそれ
を活用した授業づくりができるようになると考える。

3 カ年の授業実践を通して，教育プログラム検討に際
しての得られた知見は，まず受講者の属性をしっかり把
握すること，次にそれを前提に授業を設計し，授業を繰
り返しながら受講者のニーズの把握や技能能力のレベ
ルを把握することの大切さである。そこから授業とし
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ての到達目標を設定していくことが望ましいと考える。
今回作成した教育プログラムは，結果的に GIS にかか
わる教員養成・研修における教育プログラムとしては
導入に位置づけられるコンテンツとなった。もちろん，
教材づくりに特化した教育プログラムや特定の GIS ソ
フトの操作の習熟に特化した教育プログラムの開発が
次に求められる。

先取的な教師によって，これまでもさまざまな GIS
の活用方法や授業実践がなされてきた。しかしながら，
それら先取的教師はごく一部の教師であった。学校教育
の GIS 活用の点において，これまで GIS 利用が中心で
あり，GIS が有用な教材開発ツールではあるものの使い
たい教師が使えば良いという認識が学校現場では主流
であったと考える。2018 年改訂学習指導要領にともな
い，「地理総合」で GIS そのものを学習する GIS 教育が
入ることで，関係する全教師が取り組まなければならな
い状況となった。GIS という新たな学びに対する一人一
人の教師の取り組む意欲が鍵であることはもちろんで
あるが，その意欲を受け入れる教員研修プログラムの開
発をさらにすすめる必要がある。ここで想定される課題
は，教師の多忙化の問題である。教員研修プログラムに
参加できる環境を，校長などの学校経営者や教育委員会
がいかに構築できるかが最大の鍵といえる。教員免許状
更新講習の廃止後に検討されているラーニングポイン
ト制などにおいて，その環境の実現を期待する。

なお GIS 利用の点においては，「地理総合」だけでなく，
「歴史総合」や「公共」といった社会系教科はもちろん
のこと，地学や生物などの理科や情報においても有用な
ツールである。これは小学校や中学校においても同様で
あり，小・中・高校の校種にかかわらず，GIS は教科横
断的な学習のプラットフォームとしてみなすことがで
きる。そのような点から，全校種・全教科の取組として，
学校教育の GIS の導入が図られるべきである。
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注
１）「学校における ICT 環境の整備について（教育の

ICT 化に向けた環境整備 5 か年計画（2018（平成 30）
～ 2022（令和４）年度））」については，文部科学省
ホ ー ム ペ ー ジ（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
zyouhou/detail/1402835.htm）を参照のこと。

２）「GIGA スクール構想」については，文部科学省ホー
ム ペ ー ジ（https://www.mext.go.jp/content/20200625-
mxt_syoto01-000003278_1.pdf）を参照のこと。

３）「令和２年度学校における教育の情報化の実態等
に関する調査結果（概要）」，文部科学省ホームペー
ジ（https://www.mext.go.jp/content/20210826-mxt_
jogai01-000017176_01.pdf）による。なお高校の教育用
コンピュータ１台あたりの生徒数は 2.5 人であり，小
学校（1.3 人）や中学校（1.2 人）に比べて，整備は遅
れている。

４）https://maps.gsi.go.jp/
５）https://www.e-stat.go.jp/gis
６）https://resas.go.jp/
７）https://ktgis.net/kjmapw/
８）https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/
９）https://www.google.co.jp/maps/
10）https://www.esrij.com/products/arcgis-online/
11）h t tps : / /www.goog le . co . jp / in t l / j a_ALL/ea r th /

versions/#earth-pro
12）https://ktgis.net/mandara/。なお MANDARA の WebGIS

版として「MANDARA-JS」試作版が公開されている。
13）https://qgis.org/ja/site/
14）ESRI 社では 2012 年より「小中高教育における GIS 

利用支援プログラム」を実施している。詳細は，同
社ホームページ（https://www.esrij.com/products/k-12-
grant/）を参照のこと。

15）https://www.gsi.go.jp/kiban/
16）https://www.e-stat.go.jp/
17）https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
18）https://twitter.com/itochiri11
19）https://user.numazu-ct.ac.jp/~tsato/tsato/
20）https://sites.google.com/view/geoclass2020/%E3%83%9

B%E3%83%BC%E3%83%A0　
21）狭義の意味の情報教育とは，技術・家庭科，情報科

といった教科での情報教育を指す。
22）高校の情報科における GIS の可能性を検討したも

のに，秋本（2004）がある。その結果秋本は，情報科
において GIS を活用する利点として，「地図という視
覚可能な表現方法をもつこと」，「現実世界とのかかわ
りの中で情報を扱うことができること」の２点を指摘
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する。
23）例えば，小・中学校の総合的な学習の時間，高等学

校の総合的な探究の時間。
24）文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/

component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfi
le/2011/09/27/1299178_01.pdf）による。

25）文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/b_
menu/shingi/chukyo/chukyo3/062/siryo/__icsFiles/afieldfi
le/2015/11/18/1363092_8_1.pdf）による。

26）http://gis-oer.csis.u-tokyo.ac.jp/
27）質問項目は，「所属はどちらですか？（学部生か大

学院生か）」，「授業を受けてみて GIS の理解が深まり
ましたか？」，「今日の授業でどの内容が面白かったで
すか？」，「授業を受けてみて難しいと思った内容はど
こですか？」，「さらに学んでみたい内容はありました
か？」，「今日は身近な危険について現地調査しまし
た。あなたなら他にどのような調査をしてみたいです
か？」の 6 項目である。

28）2020 年度の兵庫教育大学での対応については，南
埜（2021）を参照のこと。

29）入力項目は，学年，店名，場所，行ったことがあるか，
ジャンル，評価，写真，コメントの 8 項目である。

30）大学からは，Apple 社の iPad Air 相当の機能を有す
るタブレット端末を購入するよう，指示がなされてい
る。

31）https://www.esrij.com/products/web-appbuilder-dev/ 
32）入力項目は，学年，施設名，場所，施設のジャンル，

写真，コメントの 6 項目である。
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